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事
務
局
か
ら
の

お

願

い

議
会
議
長
宛
て
の

案
内
・
請
願
・

陳
情
等
は

議
会
事
務
局
へ

提
出
願
い
ま
す
。

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
反
対
に

関
す
る
意
見
書

提
出
議
員
　
平
澤
　
　
等

賛
成
議
員
　
奥
村
喜
美
男

同

　
石
原
　
広
務

同

　
小
平
　
　
久

同

　
細
川
　
伸
男

同

　
菅
原
　
義
幸

※�

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣

宛
提
出
し
ま
し
た
。

に
伴
う
移
転
補
償
に
関
す
る
要

綱
（
案
）
に
つ
い
て

　
補
償
の
対
象
と
な
る
事
業
、
対

象
者
、
移
転
料
の
額
や
支
払
い
方

法
、
移
転
補
償
手
続
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

・
平
成
25
年
度
大
成
区
水
道
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
の
大
成
区
水
道
設

備
事
業
に
つ
い
て
、
工
事
の
発
注

数
、
区
間
、
供
用
開
始
予
定
時
期

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

第
３
回

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
25
年
４
月
26
日

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

・
議
会
だ
よ
り
32
号
ゲ
ラ
編
集
に

つ
い
て
（
編
集
作
業
）

第
４
回

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
25
年
５
月
９
日

二
、
調
査
項
目
・
調
査
結
果

・
議
会
だ
よ
り
32
号
ゲ
ラ
編
集
に

つ
い
て
（
編
集
作
業
）

◆
第
４
回
◆

�

４
月
23
日
開
会

◎
専
決
処
分

・
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
及
び
地
方
税
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
が
平
成
25
年
３
月
30
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
物
品
売
払
契
約
の
締
結

・
物
品
名

　
陸
砂
（
瀬
棚
区
南
川
地
区
）

・
契
約
の
相
手
方

　�

北
檜
山
区
北
檜
山
２
１
１
番
地

37
　
有
限
会
社
山
崎
興
業

　
代
表
取
締
役
　
　
山
崎
　
清
一

・
契
約
金
額

�

２
７
８
２
万
５
０
０
０
円

◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
４
０
６
５
万
６
０
０
０
円
を
増

額
し
、
予
算
額
は
83
億
３
７
８
３

万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
陸
砂
売

り
払
い
収
入
、
担
い
手
育
成
基
金

の
寄
附
金
、
檜
山
広
域
行
政
組
合

負
担
金
な
ど
で
す
。

◎
物
品
購
入
契
約
の
締
結

・
物
品
名

　
除
雪
ト
ラ
ッ
ク

・
契
約
の
相
手
方

　
北
檜
山
区
豊
岡
１
６
９
番
地
２

　
黒
澤
自
動
車
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
　
黒
沢
　
　
誠

・
契
約
金
額

�

３
９
６
９
万
円

・
物
品
名

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器

・
契
約
の
相
手
方

　
大
成
区
久
遠
１
２
３
番
地

　
曲カ
ネ

キ
株
式
会
社

�

大
野
吉
太
郎
商
店

　
代
表
取
締
役
　
　
大
野
　
忠
勝

・
契
約
金
額

�

２
６
１
９
万
７
５
０
０
円

議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

道南地区森林・林業・林産業
活性化推進議員連盟連絡会現地研修会

　道南地区林活議連現地研修会が７月18日上ノ国町で

行われ、せたな町からは６人の議員が参加しました。

　現地研修では上ノ国ダム周辺のヒノキ群落、上ノ国

中学校グラウンド横の植樹祭箇所を視察しました。

植樹祭箇所での研修風景


